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 沼津の森づくり実行委員会とは、温暖化を防ぎ、災害に強い森を作るために市と市

民団体が協力して植樹を進める団体です。 

関東大震災で現在の清澄公園の森に避難した２万人が生き残り、阪神淡路大震災で

神戸長田区の大国公園の樹木で火災の延焼が食い止められました。一方、東日本大震

災の陸前高田の高田松原が１本を残して根こそぎ流されたのは記憶に新しいことです。

沼津市では平成２２年から「４０００万本の木を植えた人」と呼ばれている横浜国立

大学名誉教授宮脇昭さんの指導により植樹活動を始めました。宮脇さんは、土地本来

の樹木による「潜在自然植生」の森は火災や地震等の自然災害に耐えられるが、杉、

檜、松等の木材生産を目的とした針葉樹の人工林は非常に脆弱であると訴えられてい

ます。潜在植生である「鎮守の森」にあるシイ、タブ、カシ類を主体とした常緑広葉

樹を「宮脇方式」と呼ばれる「混植・密植型植樹」する、日照り、凍霜、病害虫に強

く、生育が早い森づくりを主導しています。新日本製鉄大分から始まり、マレーシア

の熱帯雨林、中国万里の長城でもプロジェクトを進められています。 

昨年までに「沼津の森づくり」は片浜北公園、今沢中学で行い、さらに市民、関係

団体、企業及び沼津市の協働の輪を広げ推進していくため、「沼津の森づくり実行委員

会」を平成２３年１０月に設立しました。沼津地区環境保全協議会は主要な団体とし

て、また、構成する会員企業代表として参加をお願いしました。地球温暖化を防ぎ、

地域の命を守り、未来へ残す、命の森づくりに協力をお願いします。 

今年は９月８日に静浦小中一貫校グランドで開催しますので大勢の参加をお願いし

ます。 



沼津市環境基本計画について 
２０１２年３月９日、沼津地区環境保全協議会は、沼津商工会議所と共催で沼津市環境政策課 環境企画室 室長 

大木 等 氏をお招きし、昨年策定されました「沼津市環境基本計画 概要説明会」を開催しました。 

本計画の「基本的事項」と、計画を推進するにあたり我々事業者に求められている「取り組み」をお知らせしたく、予定

を変更して「事業所訪問シリーズ」の一つとしてご案内させていただきます。また、説明会の後、座談会形式で意見交換

できる機会を頂きましたので、その様子も併せてご報告いたします。 





 

     取り組みの推進 （事業者に期待される取り組み） 

今回の説明会では、時間の関係から一部の事例のみの説明に留まりましたが、基本計画には、「望ましい環境像」

を実現すべく事業者に期待されている環境目標・取り組みが数多く例示されています。沼津地区環境保全協議会では、

「水と空」という広報誌名にちなみ、基本計画の中から以下の取り組みについてご紹介させていただきます。 

・きれいな水と空気で いやされるまち 

（１）水質の監視・指導 （水質） 

◇地域の貴重な地形・地質を改変しないように配慮する 

（２）生活・事業排水対策 （水質） 

◇下水道供用区域では下水道に接続し、区域外では 

合併処理浄化槽の設置を行う 

◇合併処理浄化槽の適正な管理を行う 

◇事業排水の処理設備を設置する 

◇事業所から出る汚水を削減する 

◇化学物質を取扱う事業者は MSDS により、有害性を関係者に 

周知する 

◇有害な化学物質の削減または代替化を進める 

（３）大気環境の監視と工場等の排気ガス対策 （大気・騒音・振動・悪臭） 

◇工場・事業所における各種排出物質の規制基準の遵守、より一層の排出削減に努める 

◇工場・事業所の大気汚染防止設備や技術の導入、燃料使用の適正化・効率化などの自主的な排出削減対

策に努める 

（４）自動車からの排気ガス対策 （大気・騒音・振動・悪臭） 

◇業務等で自転車を利用する ◇社有車よりも公共交通機関を利用する 

◇カーシェアリングを利用する ◇社員のマイカー通勤の自粛を呼びかける 

◇社有車更新時に低燃費・低排出ガスの車両を導入する 

◇社員や搬入業者にアイドリングストップなどのエコドライブを徹底させる 

◇効率的な無駄のない運輸（輸送）の工夫をする 

（５）騒音・振動・悪臭対策 （大気・騒音・振動・悪臭） 

◇建設工事などでは､低騒音､低振動型の機械の使用や遮音壁などの 

防音施設の配置に配慮する 

◇低騒音・低振動型の施設や設備を導入する 

◇車の急発進や急加速をせず、エコドライブを心がける 

◇臭気指数規制を遵守する 

（６）公害苦情への対応と情報公開 （公害苦情・化学物質） 

◇事業における環境配慮や環境データを公表する 

◇野焼きなどごみの焼却をしない 

◇排ガス、排水、産業廃棄物などの環境への負荷の管理を徹底し、公害を未然に防ぐ 

◇住民等からの公害苦情が発生した場合は、その原因を究明し、問題の解決に向けた対策を講じる 

（７）化学物質対策 （公害苦情・化学物質） 

◇減農薬や有機栽培などによる農作物づくりを進める 

◇PRTR 制度を遵守し、化学物質の適正管理を徹底する 

◇化学物質を取扱う事業者は MSDS により、有害性を関係者に周知する 

◇有害な化学物質の削減または代替化を進める 



・子どもも大人もみんなで 地球環境を守るまち  

（１）総合的な地球温暖化対策の推進 （地球温暖化・エネルギー・オゾン層の破壊） 

◇第 3 期沼津市地球温暖化対策実行計画の事業者の取り組みを実践する 

◇環境 ISO やエコアクション 21 などの認証取得に取り組む 

（２）総合的な地球温暖化対策の推進 （地球温暖化・エネルギー・オゾン層の破壊） 

◇社員による省エネ実践行動を促進する 

◇社有車更新時に低公害車を導入する 

◇事業所内の省エネ行動に取り組む 

◇製造者として地球温暖化防止に配慮した製品の開発に努める 

◇太陽光や太陽熱、高効率給湯器、燃料電池など事業所での 

省エネルギー・新エネルギー設備の導入を行う 

◇屋外の照明などは点灯時間の短縮や照明の強さに配慮する｡ 

（３）緑化等による二酸化炭素の吸収 （地球温暖化・エネルギー・オゾン層の破壊） 

◇緑化スペースの創出（マンション・ビル空地の緑化や緑地帯の設置）や 

壁面緑化への協力を行う 

◇生垣用苗木、事業所の緑化、ハマユウ球根配布・誕生記念樹の 

交付などの助成制度を利用する 

◇緑のカーテン事業に協力する 

（４）オゾン層破壊物質の回収 （地球温暖化・エネルギー・オゾン層の破壊） 

◇フロンガスを使用している製品の適切な処理を行う 

（５）グリーン購入の推進 （ライフスタイル） 

◇環境効率の高い製品への買い換え（エアコン、給湯器）や詰め替え商品など、 

省資源の製品を利用する 

（６）環境配慮行動の実施 （ライフスタイル） 

◇もったいない運動に参加する 

◇マイグッズ運動（マイバッグ、マイボトル、マイカップ、マイ箸）に参加する 

 

 

 

今回は、事業者に期待される「取り組み」の中から、ごく一部を紹介させていただきましたが、沼津市環境基本

計画では環境目標ごとに様々事例が紹介されています。以下のリンクからアクセスいただきますと沼津市環境基

本計画の全てを見ることができます。「取り組み」については第 4 章に記載されていますので、各事業所で実施で

きる「取り組み」がないか、ぜひとも確認をお願いいたします。 

 

＜沼津市環境基本計画 ホームページ＞ 

  http://www.city.numazu.shizuoka.jp/sisei/keikaku/kankyou/index.htm 
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☆ １月２０日 
  【理事会】 

場 所：フーディアムビル 6F 
内 容：（１）役員の改選について 

（２）定時会員総会について 
（３）会員の退会について 

 
☆ ３月 ９日 

【講演会】 
 内 容：「沼津市環境基本計画の概要について」 

場 所：沼津商工会議所 会議室 
 講 師：沼津市 生活環境部環境政策課 環境企画室 室長 大木 等 氏 

    沼津市 生活環境部環境政策課 環境企画室 主事 江藤 聖 氏 
 
☆ ３月２３日 

【広報部会】 
   場 所：沼津商工会議所 会議室 
   内 容：（１）｢水と空｣第１３８号の原稿校正について 

（２）｢水と空｣第１３９号の企画について 
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